有配偶女性の就労選択行動に関する実証的研究の文献レビュー : 有配偶女性の就労選択行動と内面的要素の関連を中心に by 一瀬 貴子
57
問題の所在









14 年のデータでは 30 ～ 34 歳（56.8％），35 ～ 39 歳（61.1
％）を底とするM字型を示したが，平成 19 年のデータ





15 ～ 39 歳の世帯のうち，末子が 12 歳未満である世帯
について，末子の年齢階級別に妻の有業率をみると，平
成 19 年のデータでは，末子が「３歳未満」の 33.1％か
ら「９～ 11 歳」では 71.6％となっており，子どもが成
長するにつれて女性の仕事への復帰が進んでいることが
うかがえる．また，未就学の子どもがいる世帯でも，平




　次に，女性就労者の雇用形態をみると，25 ～ 29 歳で
は「正規の職員・従業員」が 59.9％ともっとも高いが，




いる．具体的には，女性 40 歳～ 44 歳では「パート」が
42.1％，45 ～ 49 歳では 44.7％となっている〔総務省統
計局，2008〕．
　以上のデータより，主に二つのことがいえる．一つ目は，
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　〔松本，2006〕は，鳥取県の 25 ～ 44 歳層の女性の就
業率が全国平均よりも高いということを受けて，小学
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